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研究分野：生物学 
科研費の分科・細目：  基礎生物学 植物分子生物・生理学 
キーワード：ペプチドホルモン・受容体・翻訳後修飾・シロイヌナズナ 
 
１．研究計画の概要 
 分泌型ペプチドおよび特異的受容体を介
した情報伝達は，多細胞生物の形態形成にお
ける細胞間情報伝達に必須のメカニズムで
あるが、植物ではその研究例は依然として少
ない．本研究では，in silico 遺伝子スクリーニ
ングによる新規ペプチドホルモン候補遺伝
子の探索や分泌型ペプチドミクス，LRR 型受
容体キナーゼを網羅的に発現した受容体ラ
イブラリの構築などを組み合わせて新たな
ペプチドホルモンやその受容体を同定する．
これらの解析から得られる分子群を基軸と
して、植物の形態形成を支える新たな情報統
御系の発見を目指す． 
 
２．研究の進捗状況 
（1）受容体細胞外領域固定化ビーズを用い
て，蛍光ラベルしたリガンドを用いてリガン
ド−受容体相互作用をリアルタイムにモニタ
ーしたり，分泌型ペプチドのプールである細
胞培養液から対応するリガンドを１段階で
精製・同定できることを示した． 
（2）ペプチドミクス的手法を用いて，シロ
イヌナズナ細胞培養液中に新しい硫酸化ペ
プチド PSY1 を同定した．PSY1 は全身的な細
胞増殖活性の制御に関与することを示した． 
（3）シロイヌナズナ培養細胞由来ミクロソ
ーム画分より，硫酸化ペプチドホルモンの生
産に必須な翻訳後修飾酵素であるチロシン
硫酸化酵素の精製・同定に成功した．T-DNA
挿入遺伝子破壊株の解析を行なった結果，根
端メリステムにおける細胞分裂活性および
細胞伸長活性の顕著な低下，植物体全体の矮
小化，維管束分化の不全などが観察された． 
 

（4）シロイヌナズナの水中培養（submerged 
culture）系では，分泌型ペプチドが培養液中
に拡散することに着目し，翻訳後修飾や限定
分解（プロセシング）を伴って分泌される短
鎖ペプチドの成熟型構造を同定する方法論
を確立した．次に，翻訳後修飾やプロセシン
グを受ける可能性のあるペプチド群の候補
を，既知配列のモチーフを参考にしてシロイ
ヌナズナのゲノムデータベースより in silico
抽出し，それらの実際の成熟型構造を上記の
手法により決定するという戦略で，CEP1 な
ど複数の短鎖翻訳後修飾ペプチド群を見出
した．これらは有力なペプチドホルモン候補
である． 
（5）シロイヌナズナの水中培養系を用いて，
CLV3 過剰発現株のアポプラストに存在する
ペプチドを詳細に解析したところ，従来提唱
されていた 12 アミノ酸ペプチドは検出され
ず，アラビノース糖鎖の付加した 13 アミノ
酸グリコペプチドが検出された．このグリコ
ペプチドは，clv3-2 変異株の相補活性や CLV1
結合活性において，12 アミノ酸ペプチドより
も数十倍強いことが明らかとなった． 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 PSY1 や CEP1 など複数のペプチドホルモ
ンおよびその候補を同定し，CLV3 など重要
なペプチドホルモンの成熟型構造の決定お
よび受容体結合の証明にも成功した．また，
今後新しいペプチドホルモンを同定してい
くための技術的基盤の確立を行なうことが
できた．研究は，おおむね順調に進展してい
る 
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４．今後の研究の推進方策 
 ゲノムデータベースより in silico 抽出し，
成熟型構造も確定している短鎖翻訳後修飾
ペプチドホルモン候補群について，重点的に
機能解析と受容体の同定作業を進める．また，
グリコペプチド群の機能解析や放射ラベル
化に必須となるアラビノース糖鎖部分の立
体構造の確定と化学合成経路の確立を目指
す． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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